
昨今の環境エネルギー問題の高ま

りを受け，日本をはじめ欧米アジア

各国においてスマートグリッドに関

する研究開発や実証実験などさまざ

まな取り組みが活発になってきてい

ます．ここでは，ITU-Tにおいて

2010年に設立されたスマートグリッ

ドに関する検討を行うフォーカスグ

ループ（FG）の活動状況について紹

介します．

スマートグリッドに関する検討を行
うフォーカスグループであるFG Smart
（Focus Group on Smart Grid）は，
2010年２月にスイスのジュネーブで開
催されたITU - T（In t e r n a t i o n a l
Telecommunication Union-Telecom-
munication Standardization Sector）
のTSAG（Telecommunication Stan-
dardization Advisory Group）会合に
おいて，設立が正式承認されました（1）．
このTSAG会合に先立ち，2009年８
月に開催された第１回CTO会議にお
いて，ICTによるCO

2削減への取り組
みの促進と，その際にITU-Tが果たす
べき役割の整理・明確化が重要である
との共通認識が形成された流れを受け
てのものです．なお，スマートグリッドは
関連する分野が非常に多岐にわたるた
め，FG SmartはITU-TのSG（Study
Group）横断的な課題に対処するた
め，TSAGを親グループとして設立さ
れています．またちなみに，このTSAG
会合では，クラウドコンピューティン

グに関するFGであるFG Cloud（Focus
Group on Cloud Computing）も同
時に設立が正式承認されました．

2010年２月のTSAG会合以降，同
年４月にかけFG Smartの議長，副議
長の推薦，承認および第１回会合の
開催案内が行われ，その結果，議長
（ドイツ），副議長３名（韓国，中国，
日本）の管理運営体制のもと，2010
年６月にジュネーブにおいて第１回会
合が開催されました．また，この第１
回会合において，スマートグリッド分
野に多大な検討実績を有する米国
NIST（National Institute of Stan-
dards and Technology）から副議
長を迎えることが議長により提案され，
承認の結果，副議長は４名体制とな
りました．

FG Smartはこれまで６回の会合が
開催されており，2011年６月には韓
国済州島において第７回会合の開催が
予定されています．FG Smartの活動
期間は，当初１年間とされており，こ
の第７回会合が最終会合となる予定で
したが，2011年２月に開催された
TSAG会合において，FG Smartの検
討成果ドキュメントの内容をより充実
させるとともに関連する他の標準化機
関等との連携を強化していくため，活
動期間を半年間延長し2011年12月ま
でとすることが決定されました．これ
までの会合開催状況と今後の開催予定
を表１に示します．
第１回会合では，NIST，ETSI

（European Telecommunications Stan-
dards Institute），IEC（International
Electrotechnical Commission），IEEE，
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表１　FG Smart会合の開催状況

期　間

第１回

第２回

第３回

第５回

第６回

第８回

第９回

2010年６月14～16日

2010年８月2～5日

2010年10月11～15日

2011年１月10～14日

2011年８月

2011年12月

場　所 備　考

スイス　ジュネーブ

スイス　ジュネーブ

スイス　ジュネーブ

日本　横浜

未定

未定

３つのWGを設置

最終会合となる予定

第４回 2010年11月29日～12月３日 米国　シカゴ
SGIP/Grid-Interop2010との同
時開催

第６回 2011年４月4～8日 フランス　ソフィア
アンチポリス

ETSI Workshop on Smart
Gridと同時開催

第７回 2011年６月９～15日 韓国　済州島
各デリバラブルの第0版完成
が目標

FGの設立

FGの活動状況



ZigBee Allianceといった標準化団体
や業界団体から寄書提出されたスマー
トグリッドに関する取り組みの紹介や，
今後このITU-TのFG Smartで取り組
んでいくべき内容，およびその検討の
進め方に関する議論などが行われまし
た．検討の進め方では，スマートグリッ
ドに関する，例えばスマートメータと
いったアプリケーションごとに検討を行
う垂直ビュー方式と，アーキテクチャ
や要求条件といった共通的な項目ごと
に検討を行う水平ビュー方式のメリッ
ト・デメリットなどが議論され，2010
年８月に開催された第２回会合におい
て，ユースケース，要求条件，アーキ
テクチャの３つのWG（Work i n g
Group）を設置し，それぞれのWGで
デリバラブルと呼ばれる成果文書を作
成することが決定されました．またこ
のほかに，WGは設置されませんが，
用語（ターミノロジ）に関するデリバ
ラブルを作成することも合わせて決定
されました．以降，基本的には各WG
会議の場において，それぞれのデリバ
ラブルへの入力提案寄書をベースに議
論が行われてきていますが，実際には，
各WG会議はFG Smart会合開催期間
内で逐次的に開催されており，FG
Smart参加者全員で，すべてのデリバ
ラブルについて内容の検討や議論を
行っています．WG体制と対応するデ
リバラブルについて表２に示します．
第４回米国シカゴ会合および第６回
フランスソフィアアンチポリス会合は，
それぞれスマートグリッドに関する他の
イベントとの同時併催のかたちで実施
され，参加者間の交流が図られるよう

配慮されました．これはITUメンバ以
外にも広く参加が認められているFGと
いう形式の特徴ともいえます．
また，第５回会合は三菱電機のホ

ストにより横浜で開催され，通常のFG
会合としての議論のほかに，広く参加
者を募ったワークショップ形式のプレ
ゼンテーションと，みなとみらい地区
で進められていた総務省スマートハウ
ス実証事業の見学ツアーも実施され，
日本における本分野に対する取り組み
がアピールされました．

ユースケースの検討では，すでに多大
な検討が行われてきているNISTのIKB
（Interoperability Knowledge Base）
と呼ばれる知識ベース（2）におけるユース
ケースとFG Smart会合で寄書により紹
介されたユースケースから，表３に示す

項目がハイレベルなユースケース分類と
して提案されています．各ハイレベル
ユースケース分類に対し，詳細で具体的
なユースケースが，内容の説明，登場人
物，交換される情報などについてテンプ
レートの表形式で整理されつつあります．
現在までのところ，「AMI」「Existing
user’s screen」「 Managing Appli-
ances through/by Energy G/W」
「Electric Vehicle」に対するユース
ケース提案が多くなっています．例え
ば，Existing user’s screenには，家
庭内などにおけるいわゆる電力見える
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FGの検討内容概要
表２　検討体制とデリバラブル

検討体制 デリバラブル

WG1

WG2

WG3

アドホック

全体

ユースケース

要求条件

アーキテクチャ

用語

概観

表３　ハイレベルなユースケース分類

No. タイトル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

Demand Response

WASA（Wide-Area Situational Awareness）

Energy Storage

Electric Transportation

AMI（Advanced Metering Infrastructure） systems

Distribution Grid Management

Market Operations

Cyber security

Network/System management

Existing user's screens

Managing  Appliances through/by Energy G/W

Electric Vehicle

Local Energy Generation/ Injection

Other use cases（3rd party service provider's business, Green by ICT など）



化サービス・システムのユースケース提
案が多く含まれています．
要求条件とアーキテクチャについて

は，検討が進むにつれ，それぞれのデ
リバラブルで記述すべき事項やその対
象とする範囲を改めて整理し明確化す
ることの必要性が参加メンバの共通認
識となってきました．このため，第４
回シカゴ会合において，スマートグリッ
ドの基本コンセプト，ゴール，他の標
準化機関との関係性，概念モデル，お
よびICTの視点に基づいたアーキテク
チャなどを記述する概観デリバラブル
を作成することが決定されました．

この概観デリバラブルでは，概念モ
デルとしてすでにさまざまな標準化機
関の活動においても取り入れられてい
るNISTの７ドメインモデルが引用され
ています．また，アーキテクチャとして，
ETSIが提案するService/Application，
Network，Energyからなる３レイヤ
モデルをベースにICTの視点を考慮し
たモデルが検討されています（図１，
２）．
現在，この概観デリバラブルの内容

をベースに，それをブレークダウンする
かたちで，要求条件，アーキテクチャ
の各デリバラブルの作成が進められて

います．例えば，アーキテクチャデリバ
ラブルにおいては，IPTVアーキテク
チャを参考にした機能アーキテクチャ
が検討されています（図３）．

FG Smartの活動内容に対する国内
での検討体制として，TTCのスマート
グリッドアドバイザリグループ（AG
Smart）の配下にFG Smart WGが
2011年３月に設置されました．今後
FG Smart WGでは，FG Smartにお
ける各デリバラブルの最終版策定に向
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図１　概念モデル 
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出典：NIST Smart Grid Framework 1.0より作成 
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けた活動や，FG Smart活動終了後の
スマートグリッドに関する各種勧告策
定に向けたITU-T内での体制のあり方
等について，国内での意見集約を図る

など必要な活動が行われていく予定
です．

前述のとおり，FG Smartの活動期
間は2011年12月までとなりましたが，
各デリバラブルについては，第７回会
合である程度完成度を高め，ITU-Tお
よびITU-Rの関連する各SGや，他の
標準化組織等に対しリエゾン文書とし
て発出し，意見照会する予定となって
います．その後各SGや標準化組織か
ら得られた意見をフィードバックする
などしてさらに各デリバラブルの完成
度を高め最終版とし，2012年１月の
TSAG会合では，FG Smart終了後の
ITU-T内での検討体制が正式決定さ
れる予定です．スマートグリッドは関
連する分野が多岐にわたるため，１つ
のSGに検討内容全体が引き継がれる
のではなく，技術課題ごとにそれぞれ
異なるSGに引き継いだり，またITU-T
で規定されているSG横断的な検討体
制である，JCA（Joint Coordination
Activity）やGSI（Global Standards
Initiative）の枠組を活用することな
どが想定されています．
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図２　ICT視点に基づき単純化したドメイン参照モデル 
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図３　検討中の機能アーキテクチャ 
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